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写真提供：国土交通省 荒川下流河川事務所

荒川放水路通水100周年記念展示

東京東京をまもった
人工人工水路と
生生きものたち

2024.9.21 ▶▶12.1sun

sat

令和6年度秋期企画展

●開館時間：9:00～17:00
●休館日：月曜日（祝日を除く ）

●観覧料：一般410円（240円 ）　
　　　　　学生・高校生200円（120円）
　　　　 ※（　）内は20名以上の団体料金　
　　　　 ※中学生以下、障害者手帳等を
　　　　　　　お持ちの方は無料



　埼玉の母なる川、荒川。主に東京都内を流れている、現在の荒川最下流部
は、荒川の水害から東京の街を守るために開削された人工の水路です（荒川
放水路）。明治43年の大洪水が最終的な契機となって開削された荒川放水路
は、令和６年（2024）10月12日に、通水から100年を迎えます。
　本企画展では、荒川放水路建設の経緯や放水路と共に整備された岩淵水
門、そして放水路周辺の自然環境を紹介し、荒川の治水・防災・歴史・自然環境
について改めて見つめ直します。

●  荒川の概要と荒川放水路開削の経緯　　●  下流・汽水域の魚類・甲殻類
●  河川敷・ヨシ原・都市河川の動物たち　●  荒川河口干潟の自然　

関連イベント

荒川水系支流の高麗川で、河川敷のゴミ拾いや外来
植物の除去などの環境改善活動を実施します。

荒川放水路を巡視船「あらかわ号」に乗船し巡りま
す。併せて岩淵水門と荒川知水資料館AMOAの見学
もおこないます。

❸ 学芸員による展示解説
本企画展について担当学芸員が解説をします。

※�❶＆❷のイベントは事前予約が必要となるイベントです。イベントの詳細
につきましては当館までお問い合わせください。

❶ 高麗川河川敷クリーン作戦 ❷ あらかわ号乗船体験

事前
予約

事前
予約

定　員  30名
参加費  100円（保険料）
協　力  国土交通省 荒川下流河川事務所

令和6年 10月31日（木）
10：00～15：30

日　時

定　員  20名
参加費  100円（保険料）
協　力  城西大学（高麗川かわガール）

令和6年 10月12日（土）
11：00～11：30頃（予定）

日　時

令和6年	10月13日（日）＆
	 11月14日（木）
両日とも14：00～を予定

日　時

展示内容

自動車▶関越自動車道「花園I.C」より８分
電車＋徒歩▶東武東上線「鉢形駅」下車徒歩20分
電車＋タクシー▶寄居駅下車タクシーで７分〈特別協力〉　・国土交通省 荒川下流河川事務所　・NPO法人あらかわ学会

〈写真提供〉　・国土交通省 荒川下流河川事務所　・豊高 隆三 氏

当館HPはこちら

イベントの詳細は
当館HP内でも

ご覧いただけます。

〒369-1217　埼玉県大里郡寄居町小園39
TEL：048-581-7333  FAX：048-581-7332
：@kawashirou

●開館時間：9:00～17:00
●休館日：月曜日（祝日を除く ）

●観覧料：一般410円（240円 ）　
　　　　　学生・高校生200円（120円）
　　　　 ※（　）内は20名以上の団体料金　
　　　　 ※中学生以下、障害者手帳等を
　　　　　　　お持ちの方は無料

駐車料金　普通車	 300円
　　　　　バス	 1,030円


